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ひ
ろ
ば
、
会
員
著
書
紹
介
 

12
 

受
贈
誌
よ
り
、
新
入
会
員
一
句
、
事
務
局
日
誌
 

13
 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
地
球
規
模
で
拡
大
す
 

る
中
で
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

昨
秋
の
千
葉
県
俳
句
大
会
も
会
場
を
使
っ
て
の
大
会
の
 

開
催
は
出
来
ず
、
文
音
に
よ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

私
た
ち
が
志
向
す
る
俳
句
の
世
界
は
昔
か
ら
「
座
」
の
 

文
学
と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
の
和
を
も
っ
て
始
 

ま
り
、
和
を
も
っ
て
終
わ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
互
い
 

に
膝
を
交
え
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
詩
情
を
誘
発
し
て
句
 

が
生
ま
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ロ
ナ
対
 

策
で
言
わ
れ
る
「
三
密
」
と
は
自
ず
と
矛
盾
す
る
も
の
で
 

あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
私
た
ち
の
健
康
が
第
一
で
あ
り
、
 

コ
ロ
ナ
が
終
息
す
る
ま
で
は
皆
さ
ま
お
一
人
お
一
人
が
、
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
や
拡
大
阻
止
の
た
め
 

に
で
き
る
こ
と
を
今
一
度
確
認
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
共
に
 

乗
り
越
え
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
 

先
行
き
の
見
え
な
い
日
々
で
、
句
会
や
吟
行
会
に
も
出
 

か
け
ら
れ
ず
我
慢
が
続
き
ま
す
が
、
こ
ん
な
日
々
で
あ
る
 

か
ら
こ
そ
、
今
ま
で
の
貴
重
な
経
験
を
今
一
度
思
い
起
し
 

詩
心
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
作
句
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

今
年
は
丑
年
で
す
。
夏
目
激
石
が
門
下
生
で
あ
っ
た
芥
 

川
龍
之
介
と
久
米
正
雄
に
あ
て
た
手
紙
の
一
節
に
、
「
焦
 

ら
ず
、
深
く
考
え
、
根
気
よ
く
問
題
に
対
処
す
る
」
こ
と
 

に
徹
し
よ
う
と
心
を
励
ま
し
て
い
ま
す
。
と
か
く
焦
っ
て
 

急
い
で
し
ま
う
私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
切
な
も
の
を
見
逃
 

さ
な
い
た
め
に
も
必
要
な
考
え
方
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

歴
史
を
振
り
返
る
と
奈
良
時
代
に
も
疫
病
が
あ
っ
た
よ
 

う
で
、
『
続
日
本
記
』
『
正
倉
院
文
書
』
に
天
然
痘
の
蔓
延
 

の
叙
述
が
あ
り
、
三
年
に
及
ん
だ
天
然
痘
で
当
時
の
人
口
 

の
五
分
の
ー
の
一
、
 

一
〇
〇
万
人
が
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
、
 

東
大
寺
大
仏
の
建
立
は
疫
病
克
服
の
祈
り
の
証
し
だ
と
も
 

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
五
年
ご
 

と
に
発
行
す
る
『
合
同
句
集
』
第
十
集
が
刊
行
さ
れ
ま
し
 

た
。
会
員
一
六
二
名
の
珠
玉
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
 

外
に
出
か
け
ら
れ
な
い
今
で
こ
そ
、
じ
つ
く
り
と
読
み
込
 

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
に
は
、
も
う
し
ば
ら
 

く
の
辛
抱
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
協
会
の
皆
様
 

に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
で
こ
の
難
関
と
向
き
合
っ
て
い
 

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

第
六
回
千
葉
県
俳
句
大
賞
受
賞
者
の
こ
と
ば
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句
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第6回千葉県俳句大賞決まる 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
で
は
千
葉
県
内
に
居
住
す
る
作
家
が
、
毎
年
十
二
月
一
日
よ
 

り
翌
年
の
十
一
月
末
日
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
句
集
を
対
象
に
「
千
葉
県
俳
句
大
賞
」
を
 

設
定
し
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。
作
品
は
自
薦
・
他
薦
を
問
わ
ず
、
ま
た
当
協
会
に
加
盟
 

の
有
無
も
問
わ
ず
、
選
考
事
務
局
に
送
付
さ
れ
た
全
句
集
が
対
象
で
あ
る
。
 

本
年
は
十
冊
の
応
募
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
に
そ
の
句
集
よ
り
二
十
句
の
自
選
 

を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
前
も
っ
て
選
考
委
員
に
配
布
、
検
討
を
依
頼
し
た
。
昨
年
十
二
月
 

十
九
日
、
コ
ロ
ナ
騒
動
の
真
っ
只
中
、
充
分
に
感
染
予
防
の
う
え
ホ
テ
ル
「
プ
ラ
ザ
菜
 

の
花
」
に
於
い
て
選
考
会
を
開
催
、
六
人
の
選
考
委
員
（
う
ち
二
人
は
書
面
参
加
）
が
 

真
剣
に
討
議
を
重
ね
、
左
記
の
通
り
本
年
度
の
受
賞
句
集
が
決
定
し
た
。
本
年
は
大
賞
 

に
二
名
、
そ
れ
に
例
年
の
奨
励
賞
に
代
り
作
者
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
重
ね
合
わ
せ
特
 

別
賞
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
 

一
冊
一
冊
の
洗
練
さ
れ
た
各
句
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
 

熱
の
龍
っ
た
検
討
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
 

⑥
第
六
回
 
千
葉
県
俳
句
大
賞
 

句
集
『
こ
な
ひ
だ
』
 

高
 
橋
 
道
 
子
 

ふ
ら
ん
す
堂
 

（
一
一
〇
一
一
〇
年
五
月
刊
）
 

句
集
『
心
 
音』 

増
 
田
 
善
 
昭
 

玉
藻
社
 

（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
刊
）
 

＠
第
六
回
 
千
葉
県
俳
句
大
賞
 
準
賞
 

句
集
『
真
水
の
よ
う
に
』
 

下
 
村
 
洋
 
子
 

本
阿
弥
書
店
 

（
二
〇
二
〇
年
八
月
刊
）
 

⑨
第
六
回
 
千
葉
県
俳
句
大
賞
 
特
別
賞
 

句
集
『
あ
る
が
ま
ま
』
 

小
 
倉
 
英
 
男
 

角
川
書
店
 

（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
刊
）
 

選
考
委
員
は
俳
人
協
会
・
現
代
俳
句
協
会
・
伝
統
俳
句
協
会
の
三
団
体
で
当
協
会
所
 

属
の
作
家
た
ち
。
そ
れ
ぞ
れ
の
協
会
の
枠
を
超
え
た
真
剣
な
討
議
の
場
で
あ
る
。
更
に
 

広
く
県
内
の
俳
人
の
功
績
を
顕
彰
し
て
ゆ
き
た
く
、
来
期
も
奮
っ
て
の
皆
様
の
応
募
を
 

期
待
し
て
い
る
。
 

選
考
委
員
 

塩
野
谷
 
仁
 

◇
 

選

考

委

員

 

能
 
村
 
研
 
三
 

増
 
成
 
栗
 
人
 

三
 
枝
 
か
ず
を
 

塩
野
谷
 

仁
 

秋
 
尾
 

敏 

村
 
上
 
喜
代
子
 

俳句大賞選考会 
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句
集
 
『
こ
な
ひ
だ
』
 

高
 
橋
 
道
 
子
 

自
選
二
十
旬
 

千
葉
市
在
住
。
「
鴫
賞
」
受
賞
、
「
鴫
」
俳
句
会
代
表
。
俳
人
協
会
幹
事
、
 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
会
員
。
昭
和
十
八
年
千
葉
市
生
れ
。
 

た
 
と
 
へ
 
ば
 
と
 
視
 
線
 
走
 
り
 
ぬ
 
秋
 
灯
 
下
 

こ
 
は
 
夢
 
と
 
思
 
ひ
 
つ
 
つ
 
夢
 
星
 
殊
 
沙
 
華
 

長
 
月
 
の
 
水
 
流
 
す
 
と
 
き
 
遺
 
句
 
よ
 
ぎ
 
る
 

青
 
年
 
の
 
雌
 
伏
 
を
 
包
 
め
 
革
 
コ
 
ー
 
ト
 

お

ぼ

 ろ

夜

 の
 
保

育

器

宇

宙

船

に

 似
 
る
 

寒

満

月

 こ
 
の
 
世
 
が

異

界

か

 も
 
し
 
れ

ず

 

花
 
ど
 
き
 
や
 
都
 
心
 
と
 
い
 
ふ
 
も
 
山
 
と
 
谷
 

攻
 
塊
 
や
 
雲
 
を
 
引
 
つ
 
ぱ
 
る
 
紺
 
怒
 
涛
 

嬢
 
と
 
花
 
冷
 

の
 
卓
 
拭
 
き
 
合
 

へ
 

り
 

影
 
か
 
ら
 
め
 
と
 
り
 
た
 
る
 
日
 
傘
 
坂
 
上
 
る
 

桜
 
一一
 

分
 
水
 
か
 
げ
 
ろ
 
ふ
 
の
 
銀
 
閣
 
寺
 

瓜
 
操
 
ん
 
で
 
節
 
電
 
説
 
か
 
ぬ
 
世
 
を
 
怖
 
る
 

父

母

 の
 
る
 
る
 
か
 
の
 
や

う

 に

朝

寝

せ

 り
 

半
 
世
 
紀
 
前
 
は
 

こ
 

な
 

ひ
 
だ
 
秋
 
扇
 

立
 
葵
 
い
 

ま
 
も
 
平
 
屋
 
に
 

兄
 
夫
 
婦
 

略
 
図
 
に
 
は
 
無
 
し
 
松
 
の
 
木
 
も
 
秋
 
風
 
も
 

水
 
積
 
ん
 
で
 
く
 
づ
 
し
 
て
 
秋
 
の
 
噴
 
水
 
よ
 

木

の

実

落

つ

思

ひ

あ

た

る

と

い

ふ

や

う

に

 

あ

ぢ

 さ
 
る
 
に
 
初

め

 の
 
色

を

 つ
 
け
 
る
 
風
 

読

初

め

 は

読

聞

か

 せ

初

め

昔

む

 か

し
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句
集
 
『
心
 

音
』
 

増
 

田
 

善
 

昭
 

自
選
二
十
句
 

千
葉
市
在
住
。
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
同
人
、
「
玉
藻
」
同
人
。
日
本
伝
統
俳
句
協
 

会
会
員
、
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
会
員
。
千
葉
大
学
名
誉
教
授
、
習
志
野
 

第
一
病
院
理
事
。
昭
和
十
一
年
青
森
県
生
れ
。
 

母
 
と
 
居
 
て
 
十
 
一 

月
 
の
 
す
 
ぐ
 
そ
 
こ
 
に
 

列
 
車
 
い
 
ま
 
夏
 
野
 
の
 
音
 
と
 
な
 
り
 
走
 
る
 

縁
 
側
 
の
 
曲
 
が
 
り
 
具
 
合
 
の
 
涼
 
し
 
さ
 
よ
 

生
 
ま
 
れ

来

し

 黒

そ

 の
 
ま
 
ま
 
に
 
夏
 
の
 
蝶
 

水

替

 へ
 
て
 
金

魚

 の
 
影
 
の
 
濃

く

 な
 
り
 
ぬ
 

梅

雨

 の
 
夜
 
の
 
電

車

 み
 
な

膝

泳

が

 せ
 
て
 

嶺
 

々
 

の
 

低
 
き
 

と
 

こ
 

ろ
 

に
 

山
 
桜
 

一 

雨
 
去
 
り
 

一 

雨
 
来
 
て
 
滝
 
脹
 
れ
 
る
 

大

寒

と

な

ら

ね

ば

見

え

ぬ

も

の

も

あ

り

 

せ
 
め
 
て
 
も
 
の
 
風
 
な
 
き
 
空
 
や
 
散
 
紅
 
葉
 

母
 
訪
 
へ
 
ば
 
母
 
藤
 
椅
 
子
 
に
 
所
 
在
 
な
 
げ
 

秋
 

の
 

蚊
 

の
 

動
 
か
 

ぬ
 

暑
 
さ
 

詞
 
石
 

呼

ば

 れ
 
丙
 
て
 
初

秋

 の
 
風
 
の
 
音

か

 と
 
も
 

春
 
の
 
雨
 
心
 
曳
 
き
 
ず
 
り
 
な
 
が
 
ら
 
旅
 

秋
 
雨
 
に
 
濡
 
れ
 
て
 
平
 
た
 
き
 
庭
 
の
 
石
 

一 

集
 
落
 

一 

集
 
落
 

の
 

孟
 
蘭
 
盆
 
会
 

人
 
の
 
世

を

 
一 
歩

踏

み

出

し

 紅

葉

散

 る
 

山
 
に
 
向
 
き
 
山
 
を
 
仰
 
ぎ
 
て
 
耕
 
せ
 
る
 

嚇
 

の
 

中
 

の
 

一 

羽
 

の
 

声
 

を
 
追
 

ふ
 

鳥
 
雲
 
に
 

入
 

り
 

て
 

弦
 

し
 

き
 

堂
 
庇
 

し
 

し
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準
 

し
 

句
集
 

『
真
水
の
よ
う
に
』
 

下

村

 洋

子

 
自
選
二
十
句
 

鎌
ケ
谷
市
在
住
。
「
遊
牧
」
同
人
。
千
 

葉
県
現
代
俳
句
協
会
幹
事
、
千
葉
県
 

俳
句
作
家
協
会
会
員
。
共
書
『
現
代
 

俳
句
を
語
る
』
。
昭
和
十
七
年
長
野
県
 

生
れ
。
 

涙 口 わ小夫哀芭 白 十十わ あ 白 あ緑病途啓地姉 

腺笛鷲寒逝 し蕉桔六五がだ桃る蔭蛍中塾の追 

灘護慧舞舞蔭寒 
9ら9 なゴ竿予こタ水亡骨重か三くせかれざ 

簿難麟薫 
ふし降位客現に服十月ろ居とノ」、系 
も め り の な る 寝纏三見 ぎせ云底か 

てぬ 

行春 

けが 

ばそ 

嬰 こ 

粟 に 

の居 

花た め る る 実る る る う 夜草ぬ 

に霜橋 

行れ渡 

く り る な
 

へ
 

●つ n

ノ 
め
 

」
 
一
 

一 

織
 

別
 

一 一 

業（ 薫
 

あ施傾べ曾 白 酸九腕駒冬勿」ひ列冬風幻炎春海 

る 設眠 ツ孫南素十 を、＝ の 来風たを ぎ立 日 天昼境 

舞詔離意慧鳶繊 
九命よ誉た意，の院与大豊草蝕ち縦波、苦クく変苦 

誇；荒競の合や洞夢議三に地走 
生めめ苔姫り応齢唱九をへ4d ろ了こマ錠異り 
ょょ呼ゃしへ花すI 噴入讐く句こス首の初 

二半若黛遊妻gに花ソ蔀伊議E 大日 
銀夏葉お蝶片の酌のvノ激郭拓九教木来吊地出 

河生晴闇花言峰む宴志ち 公地里碑模る り 震づ 

しノ 

句
集
 

『
あ
る
が
ま
ま
』
 

小

倉

 英

男

 
自
選
一
一
十
句
 

船
橋
市
在
住
。
「
春
嶺
社
」
主
宰
・
現
在
 

特
別
顧
問
。
俳
人
協
会
名
誉
会
員
、
俳
人
 

協
会
千
葉
県
支
部
顧
問
。
句
集
『
壷
天
』
 

文
畢
の
森
大
賞
受
賞
。
『
乾
坤
』
『
磐
座
』
 

他
。
昭
和
三
年
習
志
野
市
生
れ
。
 

き
 

哀

し

み

の
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又ーノ 

、、．ー 

第
六
回
千
葉
県
俳
句
大
賞
選
評
普
弘
奪
墨
晋
魯
晋
（
 

大
賞
句
集
『
こ
な
ひ
だ
』
選
評
 

能

村

 
研

三

 

今
回
の
千
葉
県
俳
句
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
句
集
 
フ」 

な
ひ
だ
』
 
は
高
橋
道
子
さ
ん
の
第
一
句
集
で
、
四
十
年
 

余
の
句
作
を
ま
と
め
ら
れ
た
句
集
で
あ
る
。
伊
藤
白
潮
 

先
生
に
師
事
し
て
二
十
五
年
、
 
「
句
集
は
自
ら
の
句
の
 

反
省
す
る
た
め
に
出
す
も
の
だ
」
と
い
う
考
え
の
中
で
 

出
さ
れ
た
句
集
で
あ
る
と
後
記
で
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
 

水
積
ん
で
く
づ
し
て
秋
の
噴
水
よ
 

半
世
紀
前
は
こ
な
ひ
だ
秋
扇
 

木
の
実
落
つ
思
ひ
あ
た
る
と
い
ふ
や
う
に
 

俳
句
と
い
う
限
り
な
い
小
宇
宙
の
奥
深
さ
の
中
に
、
 

日
常
か
ら
の
平
明
な
言
葉
で
詩
を
掴
み
出
し
柔
軟
で
、
 

構
え
の
な
い
作
者
の
個
性
が
窺
え
る
句
に
ま
と
め
ら
れ
 

た
の
は
す
ば
ら
し
い
。
 

大
賞
句
集
『
心
 
音
』
選
評
 

三

枝

か

ず

を

 

著
者
は
医
学
博
士
、
千
葉
大
学
名
誉
教
授
。
若
く
し
 

て
加
賀
谷
凡
秋
門
で
学
ん
だ
萩
原
季
葉
・
村
山
さ
と
し
 

の
系
譜
を
継
ぐ
人
で
あ
る
。
句
集
名
『
心
音
』
は
医
学
 

生
が
聴
診
器
で
初
め
て
学
ぶ
心
臓
の
拍
動
の
音
。
心
臓
 

内
科
の
権
威
が
初
心
を
忘
れ
ぬ
よ
う
に
こ
の
題
名
と
し
 

た
。
謙
虚
な
お
人
柄
で
あ
り
な
が
ら
、
学
生
時
代
か
ら
 

俳
句
の
才
能
は
抜
群
で
あ
っ
た
。
句
集
は
平
成
十
五
年
 

か
ら
『
玉
藻
』
誌
で
学
ん
だ
作
品
を
掲
載
し
た
。
季
題
 

を
中
心
と
す
る
正
統
な
伝
統
俳
句
で
あ
り
、
平
明
な
表
 

現
の
奥
に
言
外
の
深
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
故
郷
青
森
と
 

現
吟
行
地
上
総
の
景
が
交
錯
し
な
が
ら
詩
情
を
秘
め
た
 

余
韻
が
伝
わ
っ
て
来
る
。
 

盆
唄
と
三
味
の
競
ふ
や
津
軽
の
夜
 

鳥
雲
に
入
り
て
肱
し
き
堂
庇
 

準
賞
句
集
『
真
水
の
よ
う
に
』
選
評
 
塩

野

谷

 

仁
 

下
村
洋
子
さ
ん
は
生
来
の
拝
情
体
質
の
人
で
あ
る
。
 

俳
歴
は
お
よ
そ
三
十
年
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
 

一
貫
 

し
て
そ
の
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
。
真
撃
に
こ
の
詩
形
 

に
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
多
と
し
た
い
。
そ
の
成
果
の
 

一
端
を
示
す
と
な
れ
ば
以
下
の
作
品
群
に
な
ろ
う
。
 

た
ま
し
い
の
は
ぐ
れ
た
あ
た
り
芥
子
の
花
 

夫
逝
く
星
を
砕
き
し
霜
降
り
る
 

哀
し
み
の
触
れ
て
は
な
ら
ぬ
一
位
の
実
 

い
わ
ゆ
る
現
代
俳
句
系
に
属
す
る
作
品
だ
が
、
そ
の
 

表
現
に
難
解
な
部
分
は
な
く
、
む
し
ろ
自
分
の
心
情
を
 

素
直
に
表
す
手
法
に
長
け
て
い
る
作
家
で
、
そ
の
心
象
 

風
景
は
注
目
に
値
す
る
。
今
回
の
受
賞
を
機
に
、
今
後
 

の
一
層
の
成
長
を
期
待
し
た
い
作
家
の
一
人
で
は
あ
る
。
 

特
別
賞
句
集
『
あ
る
が
ま
ま
』
選
評
 
増

成

 
栗

人

 

著
者
・
小
倉
英
男
氏
は
俳
人
協
会
名
誉
会
員
、
「
春
 

嶺
」
特
別
顧
問
。
富
安
風
生
・
岸
風
三
模
に
師
事
し
た
 

長
い
俳
歴
を
持
つ
作
家
。
私
の
前
の
俳
人
協
会
千
葉
県
 

支
部
の
支
部
長
で
あ
る
。
そ
の
氏
の
八
十
代
か
ら
九
＋
 

代
に
か
か
る
八
年
間
の
歩
み
の
第
六
句
集
。
そ
の
著
の
 

中
で
氏
は
「
自
然
と
人
間
と
の
係
り
を
大
切
に
、
余
命
 

を
あ
る
が
ま
ま
に
生
き
、
そ
う
し
た
俳
句
を
作
り
た
い
」
 

と
言
う
。
卒
寿
を
過
ぎ
て
の
覚
悟
で
あ
る
。
句
集
『
あ
 

る
が
ま
ま
』
は
そ
の
言
葉
通
り
、
鍛
え
上
げ
た
観
察
眼
 

で
飾
ら
ず
に
自
然
と
暮
ら
し
を
見
詰
め
た
作
品
で
構
成
 

さ
れ
て
い
る
。
氏
が
余
生
の
志
と
し
て
主
唱
さ
れ
て
い
 

る
「
無
為
自
然
」
の
思
い
が
、
静
か
に
一
句
一
句
に
語
 

り
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
五
歳
若
い
私
に
は
ま
だ
至
ら
ぬ
 

境
地
の
句
集
で
あ
る
。
 

第6回千葉県俳句大賞選考対象句集 

番号 賞 句 集 名 著 者 刊行年月日 刊行出版社 住 所 所属結社 

1 天 恵 伊藤 隆 20. 7. 3 ふらんす堂 千葉市 いには 

2 準 賞 真水のように 下村 洋子 20. 8. 20 本阿弥書店 鎌ケ谷市 遊牧 

3 文 机 小俣たか子 20. 3. 10 ウエップ 我孫子市 清の会 

4 大 賞 こなひだ 高橋 道子 20. 5. 30 ふらんす堂 千葉市 鴫 

5 木漏れ日 斎藤 じろう 20. 9. 10 本阿弥書店 松戸市 紹 

6 中山暗雪句集 中山 略雪 20. 3. 20 文畢の森 船橋市 鴫 

7 特別賞 あるがまま 小倉 英男 20. 11. 25 角川書店 船橋市 春嶺社 

8 大 賞 心 音 増田 善昭 20. 11. 15 玉藻社 千葉市 ホトトギス・玉藻 

9 花辛夷 案田 桂子 20. 4. 28 本阿弥書店 柏 市 遠矢 

10 榔の木 小河原清江 20. 7. 12 文畢の森 大網白里市 沖 
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受賞者記念撮影 

前列左より 高橋道子氏（大賞）・増田善昭氏（大賞） 
・下村洋子氏（準賞） 

後列左より 増成副会長・能村会長・塩野谷副会長 

嚇
 
第
六
回
千
葉
県
俳
句
大
賞
贈
賞
式
・
新
春
交
流
会
 

【
贈
賞
式
】
 

第
六
回
千
葉
県
俳
句
大
賞
贈
賞
式
は
、
令
和
三
年
二
月
 

十
一
日
午
後
一
時
か
ら
千
葉
市
市
民
会
館
に
於
て
開
催
さ
 

れ
た
。
二
度
目
と
な
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
 

緊
急
事
態
官
」
」
『
に
開
催
を
心
配
す
る
声
が
あ
っ
た
か
も
し
 

れ
な
い
が
、
安
堵
の
声
が
会
場
か
ら
聞
こ
え
る
よ
う
な
挙
 

行
の
幕
開
け
で
あ
っ
た
。
 

司
会
は
、
秋
尾
敏
理
事
長
。
能
村
研
三
会
長
の
挨
拶
の
 

後
、
増
成
栗
人
副
会
長
が
選
考
過
程
を
説
明
し
た
。
 

今
回
は
、
十
冊
の
句
集
を
対
象
に
審
議
さ
れ
た
。
大
賞
 

は
高
橋
道
子
・
増
田
善
昭
の
両
氏
、
準
賞
は
下
村
洋
子
氏
、
 

新
設
の
特
別
賞
に
は
小
倉
英
男
氏
と
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
 

と
報
告
。
贈
ら
れ
た
ク
リ
ス
タ
ル
製
の
盾
に
は
受
賞
者
ご
 

と
の
句
集
に
対
す
る
評
価
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
言
葉
 

を
能
村
会
長
が
読
み
上
げ
な
が
ら
手
渡
し
さ
れ
た
。
塩
野
 

谷
仁
副
会
長
の
講
評
に
続
き
、
準
賞
と
特
別
賞
の
出
版
元
 

で
あ
る
本
阿
弥
書
店
の
安
田
ま
ど
か
氏
、
角
川
文
化
振
興
 

財
団
の
石
川
一
郎
氏
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
 

俳
人
協
会
、
現
代
俳
句
協
会
、
日
本
伝
統
俳
句
協
会
の
 

三
協
会
の
俳
人
た
ち
が
集
い
、
競
い
、
称
え
合
う
千
葉
県
 

俳
句
大
賞
。
受
賞
者
各
氏
の
喜
び
の
声
と
誇
ら
し
げ
な
表
 

情
に
、
贈
賞
式
の
会
場
は
あ
た
た
か
く
包
ま
れ
た
。
 

（
稗
田
寿
明
記
）
 

受
賞
句
集
講
評
の
 

塩
野
谷
仁
副
会
長
 

能
村
会
長
の
特
選
賞
受
賞
の
 

前
北
か
お
る
理
事
 

景
 

風
 

場
 

会
 

【
新
春
交
流
俳
句
会
（
文
音
）
】
 

令
和
三
年
の
新
春
交
流
俳
句
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
文
 

音
句
会
と
し
た
。
事
前
に
募
集
し
た
一
人
二
句
、
延
べ
一
 

二
六
名
、
二
五
二
句
を
基
に
二
月
十
一
日
、
俳
句
大
賞
贈
 

賞
式
終
了
後
、
午
後
二
時
よ
り
俳
句
作
家
協
会
役
員
・
理
 

事
と
俳
句
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
高
橋
道
子
氏
、
増
田
善
昭
 

氏
ほ
か
数
人
が
参
加
さ
れ
俳
句
会
を
行
っ
た
。
 

協
会
役
員
・
理
事
の
十
句
選
が
加
藤
事
務
局
長
、
田
所
 

監
事
、
北
川
理
事
に
よ
り
披
講
さ
れ
、
松
本
、
小
林
、
染
 



め
 

谷
、
高
橋
、
稗
田
、
前
北
、
三
浦
各
理
事
に
よ
り
点
盛
が
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行
わ
れ
た
。
 

成
績
発
表
は
川
合
副
理
事
長
よ
り
一
位
か
ら
二
十
位
ま
 

で
と
、
会
長
、
副
会
長
、
理
事
長
、
副
理
事
長
、
事
務
局
 

長
の
特
選
賞
が
発
表
さ
れ
、
能
村
会
長
か
ら
入
賞
者
に
賞
 

品
が
授
与
さ
れ
た
。
 

な
お
、
欠
席
の
入
賞
者
に
は
郵
送
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

午
後
十
六
時
、
増
成
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
を
も
っ
て
 

句
会
は
終
了
し
た
。
 

ま
た
、
全
投
句
者
に
は
作
品
集
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
 

特
選
句
及
び
入
賞
者
の
代
表
句
は
別
記
の
通
り
。
 

（
平
岡
育
也
記
）
 

景
 

風
 

点
 

採
 

麟
難
「
織
 

餌 
o 

鑓「り 

鷺 

【
特
選
句
】
 

能
村
研
三
会
長
特
選
 

列
柱
の
如
き
オ
ル
ガ
ン
ク
リ
ス
マ
ス
 

三
枝
か
ず
を
副
会
長
特
選
 

真
中
は
神
様
の
道
銀
杏
散
る
 

成
増
栗
人
副
会
長
特
選
 

た
く
ま
し
く
風
雪
に
耐
え
寒
立
馬
 

塩
野
谷
仁
副
会
長
特
選
 

浮
寝
鳥
夢
に
見
る
空
い
か
な
ら
む
 

秋
尾
敏
理
事
長
特
選
 

ひ
ら
ひ
ら
と
何
か
の
知
ら
せ
冬
木
立
 

川
合
憲
子
副
理
事
長
特
選
 

白
鳥
の
咽
の
あ
た
り
が
ま
だ
暮
れ
ぬ
 

加
藤
峰
子
事
務
局
長
特
選
 

山
芋
の
根
性
曲
り
を
宥
め
掘
る
 

入
賞
者
と
代
表
作
品
 

（
二
句
合
計
得
点
、
〇
数
字
は
順
位
、
一
 

①
白
鳥
の
咽
の
あ
た
り
が
ま
だ
暮
れ
ぬ
 

②
枯
蓮
の
骨
の
一
徹
水
を
刺
す
 

③
水
琴
窟
の
音
の
な
か
よ
り
初
蝶
来
 

④
鷹
舞
ふ
を
見
つ
け
て
よ
り
の
眼
の
青
み
 

前
北
か
お
る
 

や直詞 

」革子 

一
H
 

」昌打」 

ノ
ノ
ー
 

）
ー
J
l
 

松
尾
 

涼
 

沢
田
 

寿
一
 

U

立川 

右
入
工
 

ー

山

 

，、）J
」 

高
橋
富
久
江
 

句
の
み
記
す
）
 

14

点
 

山
崎
 

政
江
 

14

点
 

藤
岡
 
貞
夫
 

12

占（ 谷
本
 
元
子
 

11

点
 

能
村
 

研
三
 

⑤
玄
冬
の
岐
れ
る
と
こ
ろ
な
き
大
河
 

⑥
寄
す
る
よ
り
返
す
力
の
寒
の
波
 

⑦
激
石
忌
男
に
髭
と
い
ふ
虚
勢
 

⑧
風
花
を
手
に
受
け
て
ふ
と
あ
た
た
か
き
 

⑨
杖
つ
き
し
母
よ
り
淑
気
た
ま
は
り
ぬ
 

⑩
シ
リ
ウ
ス
の
青
き
吐
息
に
湯
ざ
め
せ
り
 

⑩
山
芋
の
根
性
曲
り
を
宥
め
掘
る
 

⑩
修
復
を
終
へ
し
山
門
初
明
か
り
 

⑩
火
の
奥
に
昭
和
ち
ら
ち
ら
タ
焚
火
 

⑩
大
根
穴
残
照
入
れ
て
均
し
け
り
 

⑩
白
鳥
の
声
か
う
か
う
と
雪
を
呼
ぶ
 

⑩
こ
だ
は
り
を
捨
つ
れ
ば
易
し
枯
野
原
 

⑩
冬
木
立
蔭
日
向
蔭
日
向
蔭
 

⑩
木
も
薮
も
等
し
き
色
に
野
の
枯
る
る
 

⑩
オ
ル
ガ
ン
の
星
ま
は
り
だ
す
ク
リ
ス
マ
ス
 

⑩
柊
の
花
酸
郁
と
瀬
石
忌
 

11

点
 

塩
野
谷
 
仁
 

10

点
 

高
橋
 
道
子
 

9

点
 

村
上
喜
代
子
 

9

点
 

染
谷
 

卓
 

8

点
 

市
橋
み
ど
り
 

7

点
 

佐
久
間
由
子
 

6

点
 

高
橋
富
久
江
 

6

点
 

中
嶋
 
律
子
 

6

点
 

細
根
 

葉
 

6

点
 

石
井
紀
美
子
 

6

点
 

森
 

祐
司
 

6

点
 

楠
原
 
幹
子
 

6

点
 

中
村
 
世
都
 

6

点
 

増
田
 
善
昭
 

5

点
 

前
北
か
お
る
 

5

点
 

松
尾
 

涼
 

（
平
岡
育
也
記
）
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大
 

賞
 

高
 
橋
 
道
 
子
 

こ
の
た
び
は
、
栄
え
あ
る
千
葉
県
俳
句
大
賞
を
賜
り
ま
 

し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

昨
年
は
世
界
中
が
コ
ロ
ナ
禍
に
覆
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
 

の
憂
欝
な
歳
晩
に
受
賞
の
お
知
ら
せ
を
い
た
だ
き
、
驚
く
 

と
と
も
に
喜
び
が
こ
み
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

句
集
の
上
梓
を
考
え
て
い
た
も
の
の
な
か
な
か
踏
み
切
 

れ
ず
、
よ
う
や
く
出
版
に
漕
ぎ
つ
け
た
と
き
は
「
鴫
」
入
 

会
後
三
十
五
年
以
上
た
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
句
集
は
、
 

伊
藤
白
潮
師
の
選
、
井
上
信
子
「
鴫
」
前
代
表
の
選
を
中
 

心
に
、
あ
と
は
我
債
に
自
選
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
、
全
 

く
遅
れ
ば
せ
の
第
一
句
集
を
、
選
考
委
員
の
先
生
方
が
評
 

価
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

そ
し
て
ま
た
、
今
は
亡
き
白
潮
師
、
井
上
前
代
表
の
ご
 

指
導
を
あ
り
が
た
く
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
殊
に
、
 

二
十
五
年
以
上
も
教
え
を
受
け
た
白
潮
師
の
、
厳
し
く
も
 

味
わ
い
深
い
講
評
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
 

人
生
は
生
易
し
い
も
の
で
は
な
く
、
心
に
は
常
に
葛
藤
 

が
起
こ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
俳
旬
を
読
み
、
作
り
し
て
俳
 

句
に
向
き
合
っ
て
お
り
ま
す
と
、
何
故
か
心
が
澄
ん
で
ゆ
 

く
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
 

し
 

季
節
を
尊
び
、
五
七
五
の
調
べ
を
楽
し
む
、
俳
句
と
い
う
 

文
芸
の
力
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

喜
寿
も
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
私
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
 

も
日
々
の
哀
歓
を
俳
句
と
い
う
器
に
落
と
し
込
ん
で
ゆ
き
 

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

大
 

賞
 

増
 
田
 
善
 
昭
 

こ
の
度
は
第
六
回
千
葉
県
俳
句
大
賞
受
賞
の
栄
に
浴
す
 

こ
と
が
で
き
、
大
変
び
っ
く
り
す
る
と
と
も
に
、
能
村
会
 

長
を
始
め
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
 

申
し
上
げ
ま
す
。
対
象
と
な
っ
た
句
集
『
心
音
』
 
は
玉
藻
 

令
和
叢
書
の
一
環
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
も
の
で
、
俳
誌
 

「
玉
藻
」
に
掲
載
さ
れ
た
こ
れ
ま
で
の
句
か
ら
や
く
三
百
 

句
を
選
ん
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
の
な
か
家
に
寵
り
が
ち
な
時
間
を
利
 

用
し
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
り
、
句
集
の
刊
行
も
十
一
 

月
中
旬
で
大
賞
の
応
募
締
め
切
り
に
ぎ
り
ぎ
り
で
あ
っ
た
 

の
で
、
三
枝
か
ず
を
先
生
か
ら
ぜ
ひ
応
募
す
る
よ
う
に
と
 

の
一
言
が
な
け
れ
ば
今
回
の
受
賞
は
な
か
っ
た
も
の
で
本
 

当
に
望
外

e

喜
び
と
な
り
ま
し
た
。
 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
の
皆
様
と
は
年
一
回
の
俳
句
大
 

会
な
ど
で
直
接
顔
を
合
わ
せ
、
合
同
句
集
で
も
作
品
に
接
 

し
て
お
り
ま
す
が
、
俳
句
に
対
す
る
熱
い
心
が
感
じ
ら
れ
 

る
素
晴
ら
し
い
会
で
す
。
私
は
現
在
八
十
三
歳
で
皆
様
方
 

の
情
熱
に
は
つ
い
て
行
け
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
 

な
が
ら
の
俳
句
を
続
け
る
つ
も
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
通
り
 

ゆ
る
や
か
に
お
付
き
合
い
頂
け
れ
ば
大
変
有
り
難
く
存
じ
 

ま
す
。
近
い
う
ち
に
も
し
も
俳
句
天
国
に
行
く
事
が
で
き
 

ま
し
た
ら
、
恩
師
加
賀
谷
凡
秋
先
生
に
さ
っ
そ
く
大
賞
受
 

賞
を
御
報
告
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
度
は
本
 

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

、ーノ 

準
 

賞
 

下
 
村
 
洋
 
子
 

こ
の
度
、
第
一
句
集
冒
「
水
の
よ
う
に
』
が
思
い
が
け
 

ず
、
第
六
回
千
葉
県
俳
句
大
賞
の
「
準
賞
」
受
賞
の
連
絡
を
 

頂
き
、
驚
き
と
同
時
に
感
激
し
ま
し
た
。
こ
の
句
集
に
係
 

わ
っ
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

私
の
俳
句
歴
は
平
成
五
年
、
現
俳
協
千
葉
カ
ル
チ
ャ
ー
 

の
中
島
玄
一
郎
師
か
ら
始
ま
り
、
平
成
十
三
年
、
八
田
木
 

枯
師
の
「
森
」
及
び
「
桜
水
会
」
を
経
て
（
お
二
人
共
既
 

に
ご
逝
去
）
、
平
成
二
十
五
年
、
「
遊
牧
」
の
同
人
に
加
え
 

て
い
た
だ
き
、
代
表
で
あ
る
塩
野
谷
仁
先
生
を
師
と
し
て
 

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
「
俳
句
は
短
詩
で
あ
る
」
を
 

モ
ッ
ト
ー
に
、
歴
代
の
師
の
教
え
を
糧
に
こ
れ
か
ら
も
諦
 

め
ず
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

特

別

賞

 

小
 
倉
 
英
 
男
 

〈
特
別
賞
〉
を
い
た
だ
き
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
 

選
考
委
員
の
先
生
方
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

『
あ
る
が
ま
ま
』
は
、
私
の
第
六
句
集
で
す
が
、
〈
春
 

嶺
〉
の
主
宰
辞
任
後
は
、
病
気
の
妻
を
看
護
し
、
句
会
も
 

月
に
七
回
担
当
し
て
お
り
、
句
集
の
発
行
は
考
え
て
い
ま
 

せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
昨
年
四
月
に
コ
ロ
ナ
「
緊
急
 

事
態
官
」
「
ロ
」
に
よ
り
、
句
会
も
休
み
と
な
り
、
妻
も
施
設
 

に
入
所
し
て
、
自
粛
中
ひ
と
り
で
家
事
等
を
こ
な
し
て
も
、
 

多
少
余
裕
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
三
カ
月
位
か
け
て
、
句
 

集
を
編
み
ま
し
た
。
『
あ
る
が
ま
ま
』
 
は、 

コ
ロ
ナ
の
自
 

粛
の
お
蔭
で
成
っ
た
次
第
で
す
。
発
行
日
は
十
一
月
二
十
 

五
日
、
応
募
提
出
日
ぎ
り
ぎ
り
に
な
り
ま
し
た
。
関
係
の
 

皆
さ
ま
に
は
、
ご
配
慮
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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，

ョ

長

§

・

I
山
‘
‘
甲
，
ビ
」
‘
」
『
‘
●
，
‘
 

『
合
同
旬
集
』
第
十
集
の
 

刊
行
に
際
し
て
 

能

村

 
研

三

 

‘轟“I
§

 

昨
秋
、
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
の
『
合
同
句
集
』
第
十
 

集
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
 
『
合
同
句
集
』
は
本
協
会
が
五
 

年
毎
に
刊
行
す
る
も
の
で
、
第
一
集
は
昭
和
四
十
九
年
に
 

柴
田
白
葉
女
が
編
集
委
員
長
を
務
め
ら
れ
刊
行
さ
れ
て
い
 

る
。
本
集
は
平
成
二
十
七
年
に
発
行
さ
れ
た
第
九
集
に
続
 

く
も
の
で
、
昭
和
、
平
成
、
そ
し
て
令
和
と
三
時
代
目
の
 

刊
行
と
な
る
。
 

・、
 

令
和
山
水
未
生
の
ひ
び
き
皐
月
野
に
 
高
木
 

一
恵
 

カ
バ
ー
表
紙
は
、
令
和
元
年
に
行
わ
れ
た
浦
安
吟
行
の
 

時
の
旧
江
戸
川
河
口
付
近
の
写
真
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
 

今
回
の
 
『
合
同
句
集
』
に
は
一
六
二
名
の
ご
参
加
を
い
 

た
だ
い
た
。
皆
様
か
ら
の
参
加
募
集
期
間
に
折
か
ら
の
新
 

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
、
 
一
回
目
の
非
常
 

事
態
宣
言
が
発
令
す
る
異
常
事
態
の
中
で
あ
っ
た
た
め
か
、
 

会
員
の
約
四
割
の
方
の
参
加
が
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
 

あ
る
が
、
稗
田
寿
明
さ
ん
を
は
じ
め
編
集
ス
タ
ッ
フ
に
は
 

大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
感
謝
し
た
い
。
 

冬
木
の
芽
美
し
と
語
り
て
師
や
逝
き
ぬ
 
古
谷
 
誠
司
 

平
成
二
十
七
年
ま
で
本
協
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
、
千
 

葉
県
俳
壇
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
今
留
治
子
さ
ん
が
平
成
 

し
 

二
十
九
年
十
二
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
 

う
つ
く
し
く
猛
り
て
野
火
の
走
る
走
る
 

冬
の
鳥
梢
の
光
奪
ひ
あ
ふ
 

遠
野
へ
行
き
た
し
竹
馬
で
行
き
た
し
 

持
ち
上
げ
る
た
め
の
力
学
兜
虫
 

増
成
 
栗
人
 

三
枝
か
ず
を
 

塩
野
谷
 
仁
 

秋
尾
 

敏
 

本
句
集
の
「
あ
と
が
き
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
令
和
元
 

年
に
は
房
総
半
島
直
撃
の
台
風
に
よ
り
、
猛
烈
な
暴
風
雨
 

に
さ
ら
さ
れ
建
物
等
の
損
壊
や
倒
木
、
農
産
物
の
被
害
、
 

長
期
化
し
た
停
電
な
ど
は
今
で
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
 

で
あ
る
。
 

台
風
一
過
大
停
電
の
房
の
国
 

金
子
日
出
子
 

安
房
の
地
の
停
電
の
闇
十
三
夜
 

東
 

園
人
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
と
し
て
華
や
か
な
気
持
で
迎
 

え
た
令
和
二
年
は
春
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
 

拡
大
と
い
う
未
曾
有
の
出
来
事
に
よ
り
私
た
ち
の
日
常
生
 

活
は
一
変
し
た
。
 

七
十
路
に
受
く
る
国
難
松
の
芯
 

金
深
 
恵
子
 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
地
球
換
気
す
沈
丁
花
 

小
河
原
清
江
 

地
球
い
ま
ウ
イ
ル
ス
戦
争
春
な
の
に
 
馬
測
 
津
枝
 

「
俳
句
は
ー
つ
土
俵
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
の
 

『
合
同
句
集
』
に
参
加
し
た
方
々
は
ま
さ
に
「
俳
句
は
ー
 

つ
土
俵
」
に
参
集
し
た
人
ば
か
り
で
あ
る
。
会
員
相
互
の
 

一
人
一
人
の
作
風
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
本
協
会
の
俳
句
 

作
家
の
一
大
集
成
で
も
あ
る
。
 

（
合
同
句
集
刊
行
委
員
会
委
員
長
）
 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
 

合
同
句
集
第
十
集
珠
玉
抄
（
一
）
 

会
長
 
能
村
研
三
選
 

人
生
の
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
海
鼠
噛
む
 

凧
の
う
し
ろ
姿
は
海
で
あ
る
 

摘
草
や
空
ど
こ
ま
で
も
深
く
な
る
 

安
房
の
地
の
停
電
の
闇
十
三
夜
 

微
笑
む
と
ほ
ほ
え
み
返
す
さ
く
ら
か
な
 

木
枯
の
吹
き
余
し
た
る
昼
の
月
 

フ
ル
ー
ト
冷
ゆ
バ
レ
エ
の
手
足
か
ら
光
 

胸
中
に
風
の
嚢
よ
せ
芹
を
摘
む
 

刺
羽
翻
く
潮
鳴
り
響
む
神
の
峰
 

お
岩
木
は
雲
の
か
よ
い
路
林
檎
椀
ぐ
 

冬
タ
焼
利
根
一
水
の
燃
え
残
る
 

寒
桜
い
く
つ
に
な
る
も
今
が
旬
 

回
る
ほ
ど
音
を
消
し
ゆ
く
喧
嘩
独
楽
 

雲
形
池
ビ
ル
と
紅
葉
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
 

総
の
地
の
一
陣
の
風
春
め
け
り
 

山
吹
に
を
ち
の
水
音
こ
ち
の
風
 

交
響
詩
モ
ル
ダ
ウ
薄
煮
え
て
来
し
 

道
連
れ
と
即
か
ず
離
れ
ず
梅
林
 

し
 

相
原
 

一
枝
 

秋
尾
 

敏
 

秋
本
 
紀
子
 

東
 

団
人
 

新
井
 
京
子
 

荒
木
 

甫
 

荒
木
 
洋
子
 

石
井
紀
美
子
 

石
崎
 
和
夫
 

石
津
 
は
る
 

石
田
 

清
 

石
田
き
よ
し
 

石
橋
み
ち
こ
 

磯
部
 

香
 

伊
藤
 

隆
 

伊
東
 
泰
子
 

井
原
 
美
鳥
 

岩
瀬
由
美
子
 

（
次
号
へ
続
く
）
 

本
句
集
、
残
部
が
多
少
ご
ざ
い
ま
す
。
 

ご
希
望
の
方
は
左
記
事
務
局
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。
 

一
冊
二
千
円
に
て
お
分
け
致
し
ま
す
。
 

〒
2
8
5
1
0
0
1
1
 

佐
倉
市
山
崎
一
六
六
ー
一
ー
ニ
一
一
 

合
同
句
集
刊
行
委
員
会
事
務
局
 
稗

田

寿

明

 

皿
〇
九
〇
ー
七
二
〇
八
ー
二
八
〇
一
一
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し
 

一
千
葉
県
俳
壇
ニ
ュ
ー
ス
 

［

ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
・
・
ー
ー
ー

」
 

千
葉
県
現
代
俳
句
協
会
 

秋
の
吟
行
会
潮
騒
パ
ー
ク
「
稲
毛
海
浜
公
園
」
 

令
和
二
年
十
月
二
十
九
日
（
木
）
、
稲
毛
記
念
館
に
て
 

開
催
。
参
加
者
五
十
三
名
、
嘱
目
二
句
。
コ
ロ
ナ
禍
を
避
 

け
選
句
迄
で
解
散
。
結
果
は
後
日
全
員
に
郵
送
さ
れ
た
。
 

【
一
5
十
五
位
入
賞
者
作
品
】
 

（
二
句
の
う
ち
一
句
）
 

①
足
跡
は
記
憶
の
深
さ
な
ぎ
さ
秋
 

黒
津
 
雅
代
 

②
そ
つ
と
置
く
棒
様
水
平
線
う
ご
く
 

高
橋
 
健
文
 

③
花
時
計
晩
年
ゆ
っ
く
り
見
え
て
く
る
 

岡
田
 

淑
子
 

④
花
野
よ
り
男
が
押
せ
る
ベ
ビ
ー
カ
ー
 

星
野
 

一
恵
 

⑤
色
鳥
の
水
を
濁
さ
ず
翻
ち
に
け
り
 

宮
下
 
奈
緒
 

⑥
日
時
計
の
う
す
れ
し
目
盛
冬
に
入
る
 

保
坂
 
末
子
 

⑦
夜
は
星
を
曳
く
底
曳
船
に
木
の
実
 

石
井
紀
美
子
 

⑧
山
茶
花
や
海
見
ゆ
る
ま
で
歩
き
け
り
 

阿
部
さ
く
ら
 

⑨
晩
秋
の
浜
に
て
我
も
真
砂
な
る
 

下
村
 
洋
子
 

⑩
秋
思
裏
返
す
波
音
は
平
ら
 

松
本
 
千
花
 

⑩
雁
来
紅
多
少
の
気
取
り
と
気
の
強
さ
 

加
藤
 
法
子
 

⑩
向
日
葵
の
た
ね
や
平
和
な
言
葉
た
ち
 

高
木
 

一
恵
 

⑩
深
呼
吸
ひ
そ
と
わ
れ
も
す
十
月
桜
 

山
崎
 
幸
子
 

⑩
致
死
量
の
愛
は
な
い
け
ど
秋
蓄
薮
 

羽
村
美
和
子
 

⑩
脚
た
た
む
釣
瓶
落
し
の
パ
イ
プ
椅
子
 

里
美
 
さ
ち
 

（
「
現
代
俳
句
千
葉
」
 

一
三
九
号
よ
り
）
 

柏
市
俳
句
連
盟
文
化
祭
俳
句
大
会
（
通
信
句
会
）
 

柏
市
俳
句
連
盟
主
催
の
文
化
祭
俳
句
大
会
が
柏
市
文
化
 

連
盟
の
後
援
を
得
て
令
和
二
年
秋
季
通
信
句
会
と
し
て
執
 

り
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
一
四
六
名
で
あ
っ
た
。
 

入
賞
者
（
互
選
二
句
合
点
）
代
表
句
（
〇
内
は
順
位
）
 

①
秋
の
雲
わ
れ
も
漂
ふ
も
の
の
う
ち
 

茶
谷
 
静
子
 

②
秋
ざ
く
ら
も
う
使
わ
な
い
診
察
券
 

保
坂
 
末
子
 

③
落
日
と
色
を
ひ
と
つ
に
木
守
柿
 

吉
沢
美
佐
枝
 

④
オ
カ
リ
ナ
の
穴
そ
れ
ぞ
れ
に
小
さ
き
秋
 
石
山
 

幸
月
 

⑤
演
高
く
釣
り
上
げ
ら
れ
て
空
を
知
る
 

松
本
 
祐
一
 

⑥
ポ
ケ
ッ
ト
の
木
の
実
散
ら
し
て
逆
上
り
 
加
藤
 
峰
子
 

⑦
句
読
点
な
き
月
日
経
て
神
無
月
 

泰
江
 
安
仁
 

⑧
缶
詰
の
ぱ
か
ん
と
開
い
て
秋
立
て
り
 

星
野
 

一
恵
 

⑨
芭
買
ひ
都
会
の
人
と
な
り
に
け
り
 

鈴
木
 
馨
子
 

⑩
野
良
仕
事
案
山
子
を
運
ぶ
だ
け
の
役
 

小
宮
 
富
子
 

（
柏
俳
句
連
盟
 

茶
谷
静
子
報
）
 

第
七
十
三
回
 
館
山
市
俳
句
大
会
 

館
山
市
の
文
化
祭
行
事
が
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
全
て
中
止
 

と
な
り
ま
し
た
が
、
館
山
市
俳
句
連
盟
（
庄
司
風
樹
会
長
）
 

は
独
自
に
通
信
俳
句
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
 

一
一
八
名
、
応
募
句
数
三
五
四
句
で
し
た
。
 

一
句
高
得
点
の
十
人
入
賞
。
同
点
は
選
者
特
選
数
に
よ
 

り
順
位
を
つ
け
ま
し
た
。
（
〇
内
は
順
位
）
 

①
散
る
も
の
に
咲
き
継
ぐ
も
の
に
秋
惜
し
む
 
鈴
木
 
滋
子
 

②
秋
暑
し
祈
る
形
に
手
を
洗
ひ
 

森
 
と
し
子
 

③
燃
ゆ
る
ご
と
余
生
生
き
た
し
髪
洗
ふ
 

櫛
引
 
明
江
 

④
秋
の
空
風
が
忘
れ
し
雲
ひ
と
つ
 

上
野
寿
栄
子
 

し
 ⑤

タ
か
な
か
な
火
照
り
の
残
る
兄
の
墓
 

伊
藤
よ
し
江
 

⑥
寝
転
べ
ば
無
限
の
宇
宙
大
銀
河
 

小
柴
 
敏
洋
 

⑦
軽
ト
ラ
に
鎮
座
し
村
の
神
輿
渡
御
 

古
居
 
芳
恵
 

⑧
端
末
で
繋
が
る
オ
フ
ィ
ス
地
虫
鳴
く
 

里
村
 
梨
郁
 

⑨
ま
な
う
ら
に
蒼
天
弦
し
終
戦
日
 

伊
藤
 
茜
音
 

⑩
家
屋
解
体
庭
の
向
日
葵
揺
れ
止
ま
ず
 

藤
井
 
昌
子
 

（
石
崎
和
夫
報
）
 

令
和
二
年
度
市
川
市
芸
術
祭
 

第
七
十
二
回
市
川
市
市
民
俳
句
大
会
 

日
時
 

令
和
二
年
十
一
月
（
紙
上
大
会
）
 

共
催
 
市
川
市
・
市
川
市
俳
句
協
会
 

四
季
雑
詠
、
 

一
組
二
句
。
出
句
四
八
二
句
 

上
位
入
賞
作
品
（
〇
内
は
順
位
）
 

①
そ
れ
か
ら
の
母
の
強
さ
よ
終
戦
日
 

大
橋
 

忍
 

②
流
さ
れ
ず
抗
ひ
も
せ
ず
山
搬
魚
 

楠
原
 
幹
子
 

③
決
闘
に
割
つ
て
入
り
た
る
菊
師
か
な
 

千
田
 
百
里
 

④
歩
け
と
は
生
き
よ
の
言
葉
鴫
の
声
 

金
田
 
誠
子
 

⑤
灯
さ
れ
て
円
居
の
見
ゆ
る
網
戸
か
な
 

原
 

瞳
子
 

⑥
糸
靖
蛤
水
の
底
ま
で
日
の
射
し
て
 

中
村
 
世
都
 

⑦
白
寿
祝
ぐ
枯
れ
あ
ぢ
さ
る
に
残
る
色
 

笠
井
 
敦
子
 

⑧
秋
風
鈴
風
に
遅
れ
て
鳴
り
に
け
り
 

湯
浅
 
康
右
 

⑨
コ
ロ
ナ
禍
は
歴
史
の
継
目
梨
を
む
く
 

中
山
 
暗
雪
 

⑩
マ
マ
チ
ャ
リ
で
通
ふ
看
護
科
秋
う
ら
ら
 
広
海
あ
ぐ
り
 

⑩
胡
桃
割
る
乾
い
た
音
を
散
ら
か
し
て
 

成
宮
紀
代
子
 

⑩
破
蓮
の
や
す
ら
ふ
水
の
小
暗
が
り
 

柴
崎
 
英
子
 

⑩
恋
終
は
る
一
番
赤
い
林
檎
買
ふ
 

吉
田
 
良
江
 

⑩
鱗
雲
空
に
大
波
小
波
あ
り
 

能
美
昌
二
郎
 

⑩
ぎ
ん
な
ん
の
成
る
木
な
ら
ぬ
木
子
ど
も
欲
し
 

有
田
川
あ
き
 

（
楠
原
幹
子
記
）
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・
ー
ー
 
結

社

賞

 

令
和
ニ
年
度
「
好
日
三
賞
」
 

「
年
度
賞
」
 

好
日
賞
 
折
原
真
理
恵
 

鉄
塔
に
雲
ひ
つ
か
か
る
夏
隣
 

青
雲
賞
 
三
田
紀
子
 

不
揃
ひ
も
植
魚
て
青
田
と
な
り
に
け
り
 

白
雲
賞
 
伊
藤
昌
子
 

水
族
館
出
て
春
宵
へ
泳
ぎ
だ
す
 

年
度
賞
 
石
井
 
稔
 

真
理
恵
 

紀
 
子
 

昌
 
子
 

半
眼
の
イ
グ
ア
ナ
春
月
は
赤
い
 

稔
 

（
「
好
日
」
令
和
二
年
十
一
月
号
よ
り
）
 

令
和
ニ
年
度
「
ろ
ん
ど
」
各
賞
 

ろ
ん
ど
賞
 
尾
形
誠
山
 

鳩
時
計
の
小
さ
き
窓
よ
り
春
立
ち
ぬ
 

l 

誠
 
山
 

県
内
吟
行
地
紹
介
 

地
球
誕
生
の
ロ
マ
ン
に
ひ
た
る
 

、
チ
バ
ニ
ア
ン
紀
行
、
 

市
原
市
を
南
北
に
流
れ
る
養
老
川
の
上
流
・
田
測
地
 

先
の
崖
に
七
十
七
万
年
前
地
磁
気
逆
転
の
時
代
を
示
す
 

地
層
が
昨
年
一
月
、
地
球
史
に
残
る
チ
バ
ニ
ア
ン
（
千
 

葉
時
代
）
と
し
て
国
際
的
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

館
山
自
動
車
道
市
原
イ
ン
タ
ー
か
ら
大
多
喜
街
道
に
 

牛
久
米
沢
交
叉
点
か
ら
右
折
清
澄
養
老
ラ
イ
ン
に
入
り
 

二
十
分
程
で
す
。
小
湊
線
は
月
崎
駅
下
車
が
便
利
で
す
。
 

現
地
田
測
に
は
チ
バ
ニ
ア
ン
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
 

あ
り
資
料
の
展
示
や
ガ
イ
ド
に
よ
る
説
明
が
あ
り
ま
す
。
 

見
学
の
地
層
は
養
老
川
沿
い
の
崖
で
す
の
で
雨
天
続
 

新
人
賞
 
能
松
祐
子
 

一
喜
一
憂
均
し
て
け
ふ
の
水
を
打
つ
 

祐
 
子
 

（
「
ろ
ん
ど
」
 

一
月
号
よ
り
）
 

令
和
「
犀
沖
・
結
社
賞
 

沖
 
賞
（
第
四
十
九
回
）
 

成
宮
紀
代
子
 

太
刀
魚
の
竹
光
の
照
り
述
べ
ら
る
る
 

紀
代
子
 

珊
瑚
賞
（
第
四
十
三
回
）
 

杏
藤
 
賓
 

実
石
椙
を
割
れ
ば
百
鬼
の
目
玉
あ
り
 

責
 

新
人
奨
励
賞
（
第
四
十
九
回
）
 

宮
下
桂
子
・
小
坂
尚
子
 

芽
柳
の
ふ
り
そ
そ
ぎ
く
る
浅
み
ど
り
 

桂
 
子
 

三
極
の
泡
立
つ
や
う
に
咲
き
に
け
り
 

尚
 
子
 

（「沖」 

一
月
号
よ
り
）
 

き
の
場
合
は
増
水
し
ま
す
か
ら
近
づ
く
の
は
困
難
で
す
。
 

ま
た
滑
り
や
す
い
の
で
履
物
に
は
御
注
意
下
さ
い
。
 

人
類
の
出
現
が
五
十
万
年
前
で
す
の
で
、
こ
の
時
代
 

を
生
き
抜
い
て
来
た
事
は
確
か
で
す
。
南
北
の
方
位
が
 

逆
転
す
る
と
地
球
を
取
り
巻
く
磁
場
が
弱
ま
り
磁
気
嵐
 

が
発
生
。
磁
石
の
使
用
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。
更
に
 

通
信
・
放
送
・
航
空
管
制
シ
ス
テ
ム
等
電
波
障
害
で
機
 

能
せ
ず
、
渡
り
鳥
・
鳩
・
イ
ル
カ
等
方
位
を
感
知
す
る
 

こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。
人
体
に
は
太
陽
や
宇
宙
 

か
ら
飛
来
す
る
プ
ラ
ズ
マ
（
電
子
）
や
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

の
放
射
線
等
を
直
接
浴
び
死
の
恐
怖
に
陥
り
ま
す
。
 
一 

説
に
よ
る
と
東
京
の
空
に
オ
ー
ロ
ラ
が
出
現
す
る
と
か
。
 

そ
ん
な
古
代
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
つ
つ
お
出
か
け
下
さ
 

い。 

●
ふ
直
‘
毒
d
‘
ュ
‘
，
●
鼻
《
d
皐・ユ諭《J
●
‘
n
l
d

‘
」
申
？
面
，
●
●
，
h
 

（
音
信
俳
句
会
会
長
 
白
鳥
紅
星
子
記
）
 

一
 

・〈 『
 

！ 
会
員
著
書
紹
介
 

~ 

●
合
同
句
集
『
か
ず
さ
十
句
集
』
 

か
ず
さ
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
 
編
 

三
枝
か
ず
を
当
協
会
副
会
長
が
中
心
と
な
り
活
動
し
、
 

毎
年
一
人
十
句
収
載
の
合
同
句
集
を
刊
行
。
本
誌
が
第
五
 

十
三
集
と
な
っ
た
。
当
協
会
会
員
の
作
品
を
紹
介
。
 

冬
の
鳥
梢
の
光
奪
ひ
あ
ふ
 

三
枝
か
ず
を
 

嚇
の
止
ま
ら
ぬ
杜
の
暗
さ
か
な
 

伯
ケ
部
喜
久
男
 

ど
の
枝
も
日
の
当
た
り
た
る
大
枯
木
 
増
田
 
善
昭
 

（
令
和
2
年10
月
発
行
・
か
ず
さ
ホ
ト
ト
ギ
ス
）
 

●
合
同
句
集
『
俳
句
の
杜
』
 

本
阿
弥
書
店
 
編
 

十
二
人
の
作
家
そ
れ
ぞ
れ
の
自
選
百
句
と
エ
ッ
セ
ー
を
 

収
録
し
た
二
六
〇
頁
余
の
精
選
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
 

当
協
会
会
員
は
、
「
遊
牧
」
同
人
の
小
林
実
氏
の
み
。
 

氏
は
千
葉
県
現
代
俳
句
協
会
幹
事
。
八
千
代
市
在
住
。
 

本
日
晴
天
陽
炎
に
な
っ
て
い
る
 

タ
焼
け
の
神
田
西
口
獣
道
 

銀
漢
に
夜
の
電
車
が
濡
れ
て
着
く
 

（
令
和
2
年10
月
発
行
・
木
阿
弥
書
店
）
 

●
句
集
『
迷
路
』
 

中
山
和
子
 
著
 

「
初
蝶
」
代
表
。
俳
人
協
会
会
員
、
同
千
葉
県
支
部
幹
 

事
。
千
葉
市
に
在
住
。
本
集
は
第
二
句
集
で
三
四
一
句
を
 

収
載
。
句
集
『
分
別
顔
』
、
エ
ッ
セ
イ
集
『
季
語
の
思
い
出
』
。
 

幾
度
か
戻
り
て
梅
の
香
の
迷
路
 

も
う
午
後
の
来
て
る
る
ひ
ひ
な
飾
り
か
な
 

自
転
車
を
泳
が
し
茅
花
流
し
か
な
 

（
令
和
2
年11
月
発
行
・
竹
中
印
刷
）
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し
 

●
随
筆
『
四
季
と
折
り
合
う
』
 

佐
藤
映
ニ
 

著
 

「
岳
」
同
人
会
長
、
当
協
会
理
事
の
随
筆
集
。
二
頁
に
 

一
篇
の
短
篇
三
十
九
篇
を
収
載
。
凝
縮
さ
れ
た
世
界
が
広
 

が
る
珠
玉
の
一
集
で
あ
る
。
宮
沢
賢
治
研
究
会
顧
問
、
日
 

本
文
襲
家
協
会
会
員
、
現
代
俳
句
協
会
賛
助
会
員
。
 

福
島
県
生
れ
、
松
戸
市
在
住
。
句
集
『
羅
須
地
人
』
 

『
わ
が
海
図
・
賢
治
』
『
葛
根
湯
』
、
評
論
集
他
。
 

（
令
和
2
年11
月
発
行
・
文
治
堂
書
店
）
 

創
刊
5
0
周
年
記
念
 

●
『
沖
俳
句
選
集
 

α』 

沖
俳
句
会
 
編
 

能
村
研
三
主
宰
の
「
沖
」
は
昨
年
創
刊
五
十
周
年
の
節
 

目
を
迎
え
、
本
集
は
そ
の
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
刊
行
 

さ
れ
た
第
九
集
で
あ
る
。
参
加
者
三
百
名
、
一
同
誌
の
発
展
 

ぶ
り
を
窺
わ
せ
る
見
事
な
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
 

当
協
会
会
員
の
一
部
の
方
の
作
品
を
紹
介
す
る
。
 

暁
闇
の
冷
え
を
纏
ひ
て
神
鵜
翻
つ
 

登
四
郎
先
生
み
ん
な
来
ま
し
た
石
蕗
日
和
 

煉
切
に
金
の
藁
あ
る
花
ぐ
も
り
 

満
開
の
さ
く
ら
樹
液
の
熱
か
ら
む
 

針
穴
は
光
の
出
口
針
供
養
 

滴
り
に
一
滴
づ
つ
の
持
ち
時
間
 

流
れ
星
神
の
お
は
じ
き
や
も
知
れ
ず
 

江
ノ
電
は
光
の
小
笛
春
近
し
 

太
陽
と
な
る
ま
で
磨
く
冬
林
檎
 

寝
返
り
て
わ
が
身
海
め
く
夜
寒
か
な
 

そ
こ
こ
こ
に
昭
和
の
段
差
家
騰
 

一
湾
は
天
の
手
鏡
鳥
帰
る
 

ひ
と
ひ
ら
を
追
ふ
ひ
と
ひ
ら
の
花
を
追
ふ
 

冬
晴
や
ラ
ン
ナ
ー
に
振
る
大
漁
旗
 

揚
羽
蝶
手
児
奈
の
影
の
や
う
に
発
つ
 

能
村
 

研
三
 

吉
田
 

政
江
 

田
所
 

節
子
 

楠
原
 
幹
子
 

細
川
 
洋
子
 

渡
部
 
節
郎
 

栗
原
 

公
子
 

佐
々
木
よ
し
子
 

大
沢
美
智
子
 

内
山
 

花
葉
 

井
原
 
美
鳥
 

石
崎
 

和
夫
 

稗
田
 
寿
明
 

伊
藤
よ
し
江
 

津
田
 
英
紀
 

（
令
和
2
年10
月
発
行
・
沖
発
行
所
）
 

一
 
一
 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
運
営
基
金
の
お
願
い
 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
 

運
営
基
金
を
募
集
致
し
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご
 

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

◇
一
ロ
 

一
一
千
円
 

◇
送
付
先
 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
基
金
ロ
 

郵
便
振
替
 
〇
〇
一
四
〇
ー
〇
ー
七
九
二
〇
八
三
 

基
金
に
ご
協
力
頂
い
た
方
の
ご
芳
名
を
会
報
「
真
木
」
 

し
 

一 
に
記
し
領
収
に
替
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

？ 

r
「、一i
一・ニ『ー、三『‘」‘ニモ‘i
‘・ニi
昌‘i
、、‘''‘、‘'''''‘」 

基
金
御
礼
（
令
和
三
年
一
月
十
五
日
現
在
）
 

野
口
 

養
子
 

楠
原
 
幹
子
 

歌
代
 
美
遥
 

鎌
田
 
光
恵
 

小
形
 

博
子
 

徳
吉
洋
二
郎
 

小
河
原
清
江
 

阿
部
理
恵
子
 

藤
田
 

静
 

（
以
上
 

十
八
口
、
三
万
六
千
円
）
 

！ 
受
贈
誌
よ
り
 

~ 

あ
び
こ
（
三
五
ニ
号
）
 

猫
じ
や
ら
し
遠
き
筑
波
を
ひ
た
招
く
 

染
谷
 

卓
 

い
に
は
（
二
月
号
）
 

庭
の
木
の
密
を
払
ひ
ぬ
冬
は
じ
め
 

村
上
喜
代
子
 

浮
巣
（
一
一
月
号
）
 

竜
神
に
日
の
め
ぐ
り
来
し
松
飾
 

大
木
さ
つ
き
 

沖
（
一
一
月
号
）
 

省
略
の
過
ぎ
し
と
思
ふ
裸
木
よ
 

能
村
 
研
三
 

音
信
（
ニ
月
号
）
 

紅
白
の
葉
牡
丹
に
あ
る
銀
河
系
 

白
鳥
紅
星
子
 

か
ず
さ
ホ
ト
ト
ギ
ス
（
六
一
八
号
）
 

こ
の
庭
の
萩
枯
れ
て
よ
り
つ
つ
ま
し
く
 
三
枝
か
ず
を
 

（
次
号
へ
続
く
）
 

ク 

新
入
会
員
一
句
 

石
斜
の
骨
抱
く
大
地
開
戦
日
 

生
業
を
継
ぐ
子
が
帰
り
凍
ゆ
る
む
 

富
士
山
と
ど
こ
ま
で
も
行
く
枯
野
か
な
 

手
に
ひ
び
く
子
の
返
球
や
風
光
る
 

火
縄
銃
伝
は
る
島
や
仏
桑
花
 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
忌
よ
日
溜
り
の
シ
ク
ラ
メ
ン
 

事
務
局
日
誌
 

◆
第
四
回
理
事
会
 

（
文
書
理
事
会
に
よ
り
全
理
事
に
次
第
及
び
資
料
郵
送
）
 

日
時
 

令
和
2
年11
月21

日
（
土
）
 

議
事
 

1
 

第62

回
千
葉
県
俳
句
大
会
報
告
及
び
反
省
 

6 543 21 

西
隈
 
康
代
 

小
宮
 
富
子
 

稲
多
た
え
子
 

金
井
 
照
子
 

弦
巻
喜
久
子
 

山
岸
 
明
子
 

令
和
2
年
度
新
春
交
流
会
に
つ
い
て
 

第
6

回
千
葉
県
俳
句
大
賞
に
つ
い
て
 

第35

回
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
賞
に
つ
い
て
 

合
同
句
集
第
1
0
集
に
つ
い
て
 

会
報
「
真
木
」
一
九
六
号
に
つ
い
て
 

7
 

そ
の
他
、
事
務
局
報
告
 

会
員
異
動
 

新
会
員
 

西
隈
 
康
代
（
柏
 
市） 

小
宮
 
富
子
（
柏
 
市） 

稲
多
た
え
子
（
柏
 
市） 

金
井
 
照
子
（
柏
 
市） 

弦
巻
喜
久
子
（
柏
 
市） 

山
岸
 

明
子
（
松
戸
市
）
 

謹
 
計
 

明
石
春
潮
子
 

井
上
 

信
子
 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

編
集
後
記
 

山金小 
岸井宮 

明照富 
子子子 

・
俳
句
大
賞
受
賞
の
皆
様
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

次
号
は
協
会
賞
の
発
表
に
な
り
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。
 

・
能
村
会
長
選
に
よ
る
『
合
同
句
集
』
第
十
集
珠
玉
抄
は
 

次
号
に
引
き
続
き
掲
載
い
た
し
ま
す
。
 

（
紀
美
子
）
 

》
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